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研究成果の概要（和文）：津波班は、蘭嶼島の海岸の石灰岩の形状と地形計測から50年に一度の台風波浪で動く
可能性を明らかにした。津波の伝承調査は、蘭嶼島で、従来とは異なる伝承を採取した。台湾東海岸と蘭嶼島で
地中レーダによる津波堆積物層を検出した。調査地点選定にドローンを用いたが、先行研究の大津波発生モデル
を追認し、過去の大津波の襲来地域が北部に伸びる可能性を明らかにした。
環境放射線班は、蘭嶼島の山上にある二つの湖の湖底から泥を採取し、1センチごとサンプルを採取して線量を
測定し、バックグランドと同じであることを証明した。医療・老年学班は、前回の健康アンケート調査で、年配
女性に骨粗鬆症が多かったので骨密度調査をおこなった。

研究成果の概要（英文）：Research group of Tsunami proved the possibility of mobility of big 
limestone rock by the big typhoon, that would occur once in 50 years, useing the method of observing
 and  measuring at seaside of Lanyu Island. We get the different version legend of Tsunami at Lanyu 
Island. Tsunami group used the Ground Penetrating Radar at Lanyu Island and East coast of Taiwan, 
researched the tsunami deposit. They used drone for deciding the research point. They proved the 
possibility of reach point of Tsunami was wider than prior research.
Research group of environmental radiation researched in the ponds on the top of mountain at Lanyu 
Island. They got the mud from the bottom of ponds, got the samples every 1 cm, and dosimetrered 
their radiation. The result is under the background. Research group of medical and gerontology 
researched Bone Density, because prior health research, there were many osteoporosis among the old 
ladies.

研究分野： 文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、台湾台東県蘭嶼郷で 1992

年から調査を継続している。この島には少
数民族のタウ族約2000人が居住しており、
伝統文化の変容について研究を続けてきた。
一方で、この島には核廃棄物貯蔵が建設さ
れ、1982 年から主として原子力発電所で排
出された低レベル放射性廃棄物ドラム缶
10 万本を保管している。2007 年から 2011
年まで、海水や海水で腐食し破損したドラ
ム缶の入れ替え作業をおこない、その作業
で外に漏れ出た 60Coと 137Csがコケから検
出されたことが 2011 年末に報道され、島
では住民の反対運動が激化した。 
核廃棄物貯蔵場は、1970 年代に廃棄物の

海洋投棄が計画され、中間貯蔵場として海
岸に面した場所として蘭嶼が選定された。
台湾では深い海溝があるので、津波は来な
いというのが公式見解であったので、施設
は津波を想定していない。しかし、この島
に津波伝承があり、研究代表者は 1771 年
に八重山を襲った明和の大津波が、この島
まで到達した可能性を示唆した雑誌『世界』
2011 年 1 月号に、「蘭嶼島 津波の島に蓄
積される核廃棄物」を発表した。その後、
2011 年 3 月 11 日に日本の東北地方で発生
した地震と津波は、このテーマを深めるべ
きだという思いを強く抱き、沖縄の津波の
専門家である中村衛教授と相談し、平成 24
年に挑戦的萌芽研究「台湾離島に来襲した
大津波の検証と低レベル放射線の生態系へ
の影響」を申請し採択された。その成果は
次の通り。 
①津波研究班は、約 50 年に 1 度の極大波
浪（海岸から 100m 以上陸側まで到達する
規模の波浪）によって、島全域の海岸に分
布する巨礫が移動していることを明らかに
した。また数値シミュレーションを用いて
極大波浪の遡上範囲を再現計算する方法を
確立し、波浪で移動する岩塊と津波でのみ
動く岩塊とを見分ける手法を確立した。 
②環境放射線の測定で、3 か所の線量が高
い場所を発見したが、最終的にゴミ収集所
の線量が不自然に高いことを確認した。 
③健康アンケートで 50 名の回答がありカ
ルシウムの摂取量が少なく、女性に骨粗鬆
症が多いと判明した。 
これらの成果は、いくつかの課題を残し

たので、さらに本格的な調査の必要性が生
まれた。 

 
 
２．研究の目的 
台湾本島島南部の離島、蘭嶼島で、1771

年に石垣島沖を震源地とする地震による津
波が、台湾南部まで来たのではないかとい
う前提で、地質学的な調査を実施した。こ
の調査を進め、台湾東海岸に調査対象を広
げて、震源地から南に波及した津波の痕跡
を解明していく。また、この島は 1982 年

より核廃棄物貯蔵場が運営を始め、低レベ
ル放射性物質が環境汚染を引き起こしてい
る。そこで福島県白河郡西郷町のため池と、
蘭嶼島の大天池の湖底の泥を対比して、環
境放射線の比較検討を行った。 
また前回の健康アンケートにより骨粗鬆

症が多いと判明したので、骨密度調査を進
めた。 
 
３．研究の方法 
この調査団は、津波班・環境放射線班・

医療・老年学班の 3 つの分担で構成してい
る。津波班も、この島で津波の痕跡を発見
し、1771 年の明和の大津波がこの島まで来
襲したことを示唆した。この科研では、調
査対象を台湾南部の海岸全体に調査対象を
広げて、考古学者への講演会を通じて啓蒙
し、古津波の情報提供をもとめ、調査地を
選定していく。台湾では、津波研究が立ち
遅れているので、避難対策など行政の対応
がない。基礎研究と沖縄での津波対策を紹
介して、地元の安全策を提言する。環境放
射線は、島全体の環境放射線の定点観測、
および線量が高い地域のサンプル分析、放
射性物質検出検査を行う。医療班は、健康
生活アンケートに基づき、高齢女性の健康
問題で、骨粗鬆症が多いことに着目し、骨
密度調査をおこなった。 
①従来の沖縄の津波研究では、基本的に石
垣島と宮古島を中心とする研究であったが、
台湾に到達した津波の規模を解明すること
で、明和の大津波の活断層の規模を想定す
るための基礎資料が必要である。 
②環境放射線は、測定器による現地測定が
中心であったので、サンプル調査を実施し
た。 
③高齢女性の健康問題で、骨粗鬆症が多い
ので、その原因と対策の提言のとりまとめ
をおこなった。 
 
４．研究成果 
津波班、環境放射線班、医療・老年学班

の 3 つの分担で構成している。3 年間の調
査で明らかにできた研究成果を次に述べた
い。3 つの研究班で最も顕著な成果を上げ
たのは津波班である。津波班は、従来の蘭
嶼島の海岸に分布する石灰岩の岩塊が津波
で移動したものか、それとも台風などの波
浪によっても動きうるのか明らかにするた
め、現地で岩塊の形状および地形を計測し、
それらを基に波浪遡上の数値計算をおこな
い、これらの岩塊が 50 年に一度の台風波
浪で容易に動きうることが判明した。つま
り岩塊の存在が直ちに大津波襲来を意味す
るわけではない。ただしこれらの岩塊があ
る時期に大津波で打ち上げられた可能性は
否定できないことが判明した。津波の伝承
調査は、蘭嶼島で、これまで聞き取りをし
た集落とは異なる地域で、従来とは異なる
伝承の聞き取りを行った。 



また台湾東海岸で過去の津波痕跡を探すた
め、台湾東海岸および蘭嶼島にて地中レー
ダ（GPR）を用いた津波堆積物層の検出を
おこなった。GPR は地表に設置した送信局
から100M～１GHzの電磁波を地下へ放出
し、地下で物質の誘電率・透磁率が変化す
る場所（地層境界）で反射する電磁波を受
信局でキャッチし、その伝播時間を距離（深
度）に変換することで地下構造の変化を非
破壊で可視化できる手法である。調査は台
湾国立中央大学地球科学学系の陳浩維教授
のグループと実施した。成功鎮郊外の段丘
での調査から、地下にあるサンゴ片を含む
津波堆積物層が散乱体として GPR プロフ
ァイルでイメージングされた。サンゴ片の
年代測定から、このサンゴ化石を含む堆積
年代は 1600 年前以降であることが判明し
た。この地域の地殻変動（毎年 3～5mm 隆
起）を考慮すると、遡上高 10m 以上の津波
が 1600 年前以降に襲来したことを示して
いる。 
また蘭嶼島での GPR 調査では波浪か津波
かは特定できなかったが、海岸沿いの中位
段丘で砂丘堆積層の中に含まれる海浜起源
の砂礫層を検出できた。これらの結果から、
成功鎮付近での過去の大津波の襲来地域が
さらに北部まで伸びる可能性があることが
明らかになった。これは先行研究で提案さ
れている海底地すべりによる大津波発生モ
デルと調和的な結果であることが明らかに
なった。 
 津波の伝承調査は、蘭嶼島で、これまで
聞き取りをした集落とは異なる地域で、従
来とは異なる伝承の聞き取りを行った。 
環境放射線班は、福島の原発事故で引き起
こされた環境汚染により、湖底に放射性物
質が蓄積されているので、湖底の泥を簡便
に採取できる技法を開発し、福島県西白河
郡西郷町でのため池の泥を採取して放射性
物質の蓄積度を測定する技法を検証し、同
じ方法で蘭嶼島の山上にある二つの湖の湖
底から泥を採取し、1 cm ごとにサンプルを
採取して、それに含まれる放射性核種を測
定した。 
 
福島西郷村の湖沼堆積土壌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この図から 134Cs は表層から 19 cm 程度ま
で観察される．それ以下は検出限界以下で
あり事故から 3 年しか経過していないが
19 cm 程度まで浸透している可能性がある． 

137Cs においてはフォールアウトにより

134Cs が検出限界以下となった深さでも検
出が可能であった。 
 
台湾蘭嶼島大天池表層土壌のスペクトル 
 
 
 
 
 
 
 
 
福島の西郷町ため池と蘭嶼の大天池の線量
を比較してみると、137Cs の放射能濃度の
有無が明確に出ている。大天池は湖沼底ま
で浅く、表層から 7 cm までは生物や風に
よる土の攪乱の影響を受けている可能性が
高い。そのことに加え表層から 7cm の間に
137Cs の放射能濃度が突出している部分が
ないため、核廃棄物の詰め替え作業による
放射性物質の飛散が島内全体にあったとは
断定することができない。台湾蘭嶼島では
福島での原発の爆発事故による飛散ではな
く、廃棄物の詰め替え作業で研磨された物
や、劣化コンクリートが飛散したと考えら
れるが、粒径が大きいため広範囲に飛散し
たとは考えにくく、詰め替え作業施設から
飛散したとしても局限している。 
医療・老年学班は、前回の挑戦的萌芽研究
で、2012 年に実施した健康アンケート調査
によると、タオ族中高年女性の既往歴では
高血圧症に次いで骨粗鬆症が約 2 割と多い
こと，自覚症状では，肩こり，腰痛，膝痛
などの筋骨格器系の症状が多いこと，女性
の喫煙率が比較的高いこと，牛乳，乳製品，
大豆・大豆製品などカルシウムを多く含む
食品の摂取頻度が少ないことなどが明らか
となり、中高年女性の骨密度が低いことが
推察され、他方、中高年女性の 6 割が肥満
域であったことから、骨粗鬆症の危険度を
ある程度低減している可能性も考えられた。
そこで蘭嶼島に居住する女性の踵骨骨密度
の特性とその関連要因を明らかにすること
を目的に、病歴、妊娠・出産歴、閉経の有
無、食品群別食品摂取頻度、喫煙状況、飲
酒状況、身体活動状況に関する聞取り調査
を行った後、身長、体重、および超音波式
骨密度測定装置（FURUNO 社製 CM-100）
による右側踵骨超音波伝導速度（SOS）の
測定を行い、年齢を調整したうえで SOS
に関連する要因を一般線形モデルにて検討
した。対象の体格は 37.7% が過体重 
(25<BMI<30)で、16.4%が肥満域(BMI>30)
であった。SOS の分布は 1534.1±40.5m/s
であり、日本人女性の平均的分布よりやや
高値を示した。閉経前女性の SOS は
1546.4±41.3 m/s と閉経後女性の SOS
（1519.7±34.9m/s）より有意に高かった。
SOS と BMI との関連は有意ではなく。そ
の他有意に SOS と関連する生活習慣は認



められなかった。 
蘭嶼島と同じ健康アンケートは、この地域
と対比するため、台東県桃源郷のブヌン族
の集落でも実施したが、データの回収率が
悪く、期待した調査結果が得られなかった
ため断念した。 
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